
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
お弁当の日
（ペガサスホールにて

　リハーサル）

13時までの保育
※月・星組は15時まで
（ペガサスホールにて
　リハーサル）

お遊戯
　フェスティバル

4 5 6 7 8 9 10
幼）体育
保）おはなし広場

絵画 お誕生日会 幼）剣道
保）音楽遊び

ECC Cebu ネイ
ティブスピ-カー

学童説明会

11 12 13 14 15 16 17
幼）体育
保）おはなし広場

クリスマス会 幼）剣道
保）音楽遊び

ECC Cebu ネイ
ティブスピ-カー

18 19 20 21 22 23 24
幼）体育
保）おはなし広場

幼）歌唱
身体測定
(月組・雪組）

身体測定
(星組・光組）

お弁当の日
おもちつき大会

ECC Cebu ネイ
ティブスピ-カー
身体測定
(虹組・夢組）

25 26 27 28 29 30 31
幼）体育
保）おはなし広場

2学期終了

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　１２　月　　　　　　　　　　　　　　　　2022

※3学期開始は1月5日(木）からです。

 

 

 ネット写真のご案内 ネット注文の写真を毎月28日に載せ
ます。ホームページ「写真申し込み」か、右のＱＲコードに
てご覧ください。学院指定パスワード akepyon_s10n5h3 
です。データ差し替えの為、25日迄にお申込みをお願いしま
す。お届け日はビデオエイペックスさんから直接返信があり
ますのでご確認ください。 

ホームページのご案内 https://akebonohoiku.sakura.ne.jp/ 

「給食・おやつメニュー」「わくわくだより」「登院許可証」「投薬依頼
書」がダウンロードできます。「今月の動画」では「お誕生日会の様子」
を紹介しています。保護者様専用のページにはロックがかかっています。
【ユーザー名】B8P3VZU7 【パスワード】z76erw3a をご入力ください。 

学校法人 楠公学園 副理事長  楠瀬 浩子 

 気温も下がり冬めいてまいりました。コロナに加えインフルエンザも気になる季節です。 

先日、光組1歳児クラスの発表会を開催いたしました。保護者様の前ではまだまだ赤ちゃんの部分もあるこども達です

が、ライトを浴びて舞台の上で「キノコ」「お寿司」になりきって頑張ってくれました。ひと昔前の1歳児は、参観日には親

御様のお顔を見ると何故か、「ママ パパ」が恋しくなって日頃の状態を見て頂くどころではなくなり。お子様の様子はマ

ジックミラー越しにそっとのぞいて見てもらったりと工夫が必要でした。しかし、今のこども達は度胸がありますね。先生

と何回もリズムをとりながら練習はしていますが、1歳児で他の友達が踊っている同じ空間で「自分はお座りで待つ」ことが

出来るのは素晴らしい事です。保護者の皆様はあけぼのでのこども達に見慣れておられますが、子どもの健診など同じ年代

のお子様があちこちから集まる場にお出かけの時に、自由奔放に駆け回るお子様を見かけられると思います。駆け回る事が

悪いというのではなく、1歳児のお子様が光組のこども達のように落ち着いて座っていられるか？という事です。 

これは、圧力で座らせるのではなく、短い時間ですが毎日の日課での「かっこよく。気持ちよくお椅子に座って、目を閉

じて落ち着きましょう。先生は背中をスーッとさすって誘導します。」を繰り返した結果、立腰での正しい重心のかけ方を

体が覚え、座って待つことが苦痛ではない状態にあると考えます。この立腰はこれからの成長に重要な力を発揮しますし、

何よりも集中力を高めます。何年も前の話ですが、引越しで転居してこられた3歳児のお子様が入学されました。そのお母様

が「先生、上のお兄ちゃん（小学校５年生）が塾の先生に『○○君は成績がどうだ。という前に、机に向かっても姿勢が悪

いのか、くねくねして椅子に落ち着いて座っていられないので、集中して学習に取り組めない』と言われたのですがどうに

かなりませんかね？」と言われて、こちらに入ってから3歳の下の子の方が椅子に座り集中して何かせっせとやってます。お

にいちゃんも小さいうちにここに通わせたかった。という声も頂きました。毎年のことですが、卒業式ではこども達が舞台

の上で全員ひな壇に正面を向いて座ります。一人一人証書をもらう約1時間半の時間をじっと立腰の姿勢で落ち着いて待つこ

とができます。いつ見ても就学前の6歳児が「素晴らしい」と思いつつ、小学校に行っても授業に集中できる子に育ってくれ

た。とうれしい確認のひと時です。 

 「あいさつ」「靴をそろえる」「立腰」は、日々の積み重ねが自然とマナーとして体に備わるものです。『人に気持ち良

い印象を与え、人の話をしっかり聞けるような体制を持つ。』これは、世界の何処で活躍する事になっても自分の価値を高

めてくれるものとなるはずです。こども達一人一人どの様な方向に伸びて行ってくれるのか？将来を想像するとワクワクし

ます。私達はその土台をしっかり固めるお手伝いが出来る事をうれしく思います。 

 

http://akebonohoiku.sakura.ne.jp/

